




西日本新聞

2 0 2 1年 10月 14 日

朝刊

（木）第 18面

熊
本学
園
大
水
俣
学
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催
の
公
開
講座
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
甲
さ
れ
る
暮

ら
し
と
社
会」
第
3
回
が
12
日
夜、

水
俣
市
で
あ
り、
宮
崎
県立
看
護大

の
高
本
佳
代
子
講
師
と
熊
本
学
園
大

社
会

福祉学
部
の
宮
北
隆
志
教授
が

講詰
し
た。

宮
崎
県
立
看
護
大
講
師

高
本

佳
代
子
氏

昨
年度
ま
で
熊
本市
保健
衛生
部

長
を
務
め
た
高
本
氏
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で

講演。
世
界

保健機
関(
W
H
o)

が
提
唱
し、
人
々
が
自
ら
健
康
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
改
善
で
き
る
よ
う
に

す
る
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン」

と
い
う
考
え
方
を
取
り
上
げ
た。
五

つ
の
活
動
分
野
の
う
ち、
「
私
が
注

目
す
る
の
は、
地
域
住
民
と
の
協働

に
よ
る
健
康
づ
く
り。
地
域
の
特
性

地域協働で健康づくり
に
合
わ
せ
な
い
と
実
行
で
き
な
い

し、
行
政
か
ら
発
信
し
た
こ
と
で
も

効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
が
あ
る」
と

指摘
し
た。

感
染
者
や
医
療
従
事者
の
風
評被

害
に
つ
い
て
「
不安
か
ら
差
別
に
つ

な
が
る。

不安
を
な
く
す
に
は、
エ

ピ
デ
ン
ス
の
あ
る
正
し
い
情
報
の
取

得
が
大
事。

仲間
か
ら
で
な
い
と
伝

わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で、

今後

は
市
民
参
加
の
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
都
市
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か」
と
強
調
し
た。

熊
本
学
園
大
教
授

宮
北

隆
志
氏

宮
北
氏
は、
今
年
の
講座
の
副
題

「
私た
ち
は
ど
の
よ
う
な
未来
を
選

択
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？」
に

込
め
た
狙
い
を
「
過
去
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク（
感
染爆
発）
は、

後世
で
は『
時

③
 

代
の
大
き
な
展
開
期』
と
整
理
さ
れ

て
い
る。
5
年後、
10
年後
を
ど
う
見

据
え
る
の
か。
結
果
的
に
こ
う
い
う

世
の
中
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

あ
っ
て
ほ
し
く
な
い」
と
語
っ
た。

目指
す
べ
き
社
会
像
を
考
え
る
上

で
「
持続
可
能」
と
「
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
（
逆
境
を
乗
り
越
え
る
力）
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
説
明。
「
コ

ロ
ナ
と
い
う
社
会
的
災
害
に
生
活、

生
命、
人
生
の
質
が
左
右
さ
れ
て
い

る。
一
人一
人
の
幸
せ
の
た
め、
地

球
環境
が
有
限
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し、
固
有
の
風
土
や
歴
史
を
土
台
に

地
域
の
課
題
解
決
力
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る」
と
提
言
し
た。

（
ま
と
め・
村
田
直
隆）

宮北隆志氏






	西日本新聞1～4　ホームページ用
	西日本新聞2021.9.30　公開講座①和田先生
	西日本新聞2021.10.7　公開講座②緒方先生
	西日本新聞2021.10.14  公開講座③高本先生,宮北先生
	西日本新聞2021.10.29　公開講座④劔陽子先生

	西日本新聞2021.10.30　公開講座⑤矢野先生



